






　　As his lifework, Milton tried to write a great work expressing Christian 
truth with the highest beauty attainable in poetry, which he realized in 
Paradise Lost. Therefore, Paradise Lost represents the whole world as is 
portrayed in the Bible from Genesis to Revelation, that is the world of whole 
time and space. Consequently, the work can only be considered an epic. Unlike 
the Bible, Paradise Lost begins in medias res with a scene of hell, maintaining 
epic decorum, although creation is one of its main themes.
　　Paradise Lost consists of twelve books, of which the first half discusses 
the world before the birth of man, and presents the situation where Adam 
and Eve are to be placed. The first chapter of the paper is entitled “the 
magnetic field of super-natural powers,” in which Good and Evil strive against 
each other over human beings. Satan is the most important hero, whose 
relation with other fallen angels is an analogy of the human society. Abdiel 
should be noticed as an exemplary type of Adam. “Pride” is the cause of 
rebellion both for the fallen angels and human beings, whereas “thunder” is 
the voice of judgment and the weapon of banishment. The war in heaven 
during three days represents all types of battles experienced in human 
history. The invention of the cannon leads to the destruction of the natural 
environment.
　　Two chapters will be published in the following issues. The theme of the 












































































































































































































































































































あと以下の項目を立てて進む、 （二）激戦、 （三）奈落、 （四）衆魔会、 （五）遠征、 （六）安楽園、 （七）怪夢、 （八）毒蛇、 （九）堕落、 （十）神裁、 （十一）失楽園。先の神の布告が一切の発端であった。　『失楽園』第一巻は「 （三）奈落」の段階に当り、いかにも事件の中程である。繁野の文章は引用が示すとおり、ま
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ことに達者な講談調である。講談は江戸時代には講釈とよばれ、太平記読みに始まる、という。そのような文体のせいか、繁野の解説も、 「 （二）激戦」における天魔両軍合戦の箇所などにおいて、最も精彩を放つ。ここは『失楽園』本文では第六巻にあり、現代の読者にはいささか冗長 思われる箇所なのに、それをこれほど生き生きと描き出す繁野の力量に 感服する。が その反面、第三巻における神とキリストと 対話や 第七巻 おけ 天地の創造や、第十一・十二巻の人類救済 歴史には、まったく触れないというに近い。これは繁野の文体のせいからばかりではない。　
ところで『失楽園』本文において、この詩の中心主題として巻頭に宣言された人間の反逆、その結果としての死と
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それが第六巻のセイタンとイエスの合戦である。しかし中心は旧来型の叙事詩のロマンティックな華やかさではなく、むしろ終末論的ないし黙示録的な様相をおびた戦いである。それもそのはず、セイタンとその一味は神に謀反をおこし、戦いを挑み、敗れ、裁かれ、地獄に堕されたのである。われわ の知るこ 世界が創造される以前の出来事、いわば世界史以前、あるいは前世界史とはいえ、一つの世界が終焉をみたのであ 。宇宙史の一ページにほかならなかった。だが これで大規模な宇宙戦争が終ったことも興味ぶか 。この後に来る審判 万物が浄化の火によって消滅（dissolve ）
し、その灰燼のなかから不死鳥のように新しい天地があらわれるという審判である。すでに救済は約束さ
れており、万物の復興と宇宙の完成が、実にセイタンの復帰さえも期待される審判であ 。中間史



































































ind, I. 97 ）
であり、威信を傷つけられたことから生じた激しい怒り
（
high disdain, I. 98 ）
である。これが、全能

















































































ilial obedience, III. 269 ）
と称えられ、それは彼が「偉大なる父の意志に従う」
（
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ill, 1. 106 ）」という。しかしこれは「宗教的倫理的意
志ではなく、反宗教的自然主義的な力へ 」であり、セイタンが高言する「屈することも従うこともない勇気（courage never to subm














































































ell pleased; all seem
ed , but w
ere not all.　　　　　
V








































































































































ての聖書物語と同様、所詮は「荒誕浅陋」ではなかったか。当時はかろうじて聖書神話のみが、真理の器であったのである。しかし時代が降るにつれて神話なる のの信憑性は薄れ、非神話化の解釈を経るか、もしくはそれに耐えたもの なければならなくなっていった。あるいは、そ 世界に没入するためには、いったん「不信を中断」
（
‘suspen-









その点で『復楽園』は、 『失楽園』とは別種の要求に対応 うるものであった。 『復楽園』には人としてのイエスが


























































onarch of the north ）」と呼ばれている。
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   しかも父からその子へと仕事が移され、その二番目の者の手によって造
られたのだ、という か？
   なんと奇怪かつ斬新なる意見！
   どこからそういう教義を学んだか知りたいものだ！
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から、天における名声で満足しており、人間から称賛されようと 思っていな 、しかし、反乱軍 天使たちは力においても戦場の働きにおいても驚嘆に価し また名声を求める熱意も劣っては かったが、神 定めによ 天と聖なる記憶から抹消され、暗 忘却のうちに名もなく住まわされている、いか 有力 ものも真理と正義から逸脱すれば、称賛に価せず、軽蔑と恥辱を受けるのだ、まして虚栄心にから て栄光に憧れ、不名誉な手段を用いて名誉を求める、とすれば、永遠の沈黙がふさわしい定め と
（六
373─
385）。
　
これはラファエルが神からアダムへ遣わされた使者として、公式に表向きはそう言わざるをえなかった警告である。
だが、実戦の体験者で、軍人の階級においてはマイケルやガブリエルには遠く及ばなかったラファエル
（六
363）
なら、
44
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敵ながら天晴れとその武勇を認める、嘗っての仲間が天国の記録から完全に抹消されることに惻隠の情を感じなかったとは思えない。現に「かつて天上にあって栄光に輝き完全無欠であった多くの天使たちの破滅を、悲しみの心なくして語りえようか」
（五
566─
568）
といっているのである。
　
かくて、 『失楽園』は第六巻で一つの世界が完結し、前半は後半に対して空間的には磁場を、時間的には予型を提
供している。つまり、後半においては人間が神と悪魔の綱引きの上に立たされることになると同時に、セイタンの堕落が人間にとって前例としてよき教訓になるということである。　
セイタンと彼が率いる反乱軍の天国からの追放と地獄への墜落は 一つの審きではあったが、最後の審判ではない。
彼らの最終の運命がどうなるか、ラファエルと同じように、ミルトン自身が革命 おける多くの無名戦士の死を知っていたはずである。それを償う途が最後には用意さ るはずである。
　　
（続く）
